
2009年度下期【未踏本体】「スーパークリエータ」 
 

2009 年度下期は 97 件の応募から 19 件を採択して事業を実施し、このうち下記の 4 名について担

当プロジェクトマネジャー（PM）から「スーパークリエータ」クラスとの評価を得ました。 

 
 

１．スーパークリエータ認定者（敬称略、50 音順） 
   

・衣川 憲治    （藤井 彰人 PM） 

・杉山 治    （石黒 浩 PM） 

・藤本 実      （石黒 浩 PM） 

 ・松本 一輝   （勝屋 久 PM） 
 

 

 

 

 

２．2009 年度プロジェクトマネジャー（敬称略、50 音順） 
 

石黒  浩：大阪大学大学院 基礎工学研究科 システム創成専攻 教授 

勝屋  久：Venture BEAT Project 主宰 

加藤 和彦：筑波大学大学院 システム情報工学研究科 教授 

夏野  剛：慶應義塾大学 政策・メディア研究科 特別招聘教授 

藤井 彰人：グーグル株式会社 エンタープライズ プロダクト マーケティング マネージャー 

 

（注）PM の所属・役職は、2009 年度の事業実施時点での所属・役職です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ※ 以下に記載した各採択者の所属・役職は、事業終了時点の情報 

                                 を基本とし、その後変更が確認されたものは更新してあります 



 

2009.下 本体 

（１）衣川 憲治 氏 

テーマ名 単機能入出力デバイスをマッシュアップするインターネットサービス 

 

略 
 

歴 

2008 年 電気通信大学 電気通信学部 情報通信工学科 卒業 

2008 年 - 2009 年 株式会社バンダイ ロボット研究所 

 

現在 フリーランス 

テ
ー
マ
概
要 

本プロジェクトでは、センサーやアク

チュエータといった電子部品を個別にイ

ンターネットへ接続するための環境と、

ブラウザを使ってそれら電子部品を自由

に配線することができるプラットフォー

ムを開発しました。 

配線という難しい作業をソフトウェア

で抽象化することにより、誰でも簡単に

電子部品をつなげて新しいものづくりを

したり、生活環境をデザインすることが

できるようになります。 

 

藤
井 
彰
人
Ｐ
Ｍ 

か
ら
の
評
価 

衣川氏の Trangram の開発は、彼のシンプルな着眼点とその実装アイデアにつきるとも言え

るが、野心的な開発目標にも関わらず目標を大きく上回る成果を出した事を高く評価したい。 

 単機能デバイスをインターネットで配線(Mashup)するという、デバイスの設計開発からク

ラウド上の配線ツールの開発まで、多様な技術スキルが必要とされるにも関わらず、終始粘り

強く開発を進め本プロジェクトを成功に導いた。 

 回路設計から、オシロスコープを使用したデバイスのデバッグ、Ajax を用いた UI の開発、

Google App Engine 上でのサービスの開発、debug まで、ここまで多岐に渡る開発を短期間に

達成した例は IT 技術者の専門分野が細分化するなかあまり例がない。 

 加えて、製品を説明するためのプレゼンテーション能力も高いことも付け加えておく。これ

はクリエータとしてとても大切な能力である。 

開
発
者
か
ら
の 

近
況
メ
ッ
セ
ー
ジ 

既に、いくつかのイベントで展示、発表を行ないました。非常に面白いプロジェクトであ

ると高い評価をいただいております。継続して広報活動を続け、多くの人に触ってもらいた

いと思います。 

開発も継続して進めています。最近では、通信手順の大きな変更を行ない、レスポンスと

負荷の改善を行ないました。引き続き、サーバへのアクセス負荷をどう減らすか、レスポン

スが良くないのでどのように改善するか、WEB アプリとの連携をどのような形で充実させる

か、といった課題の解決をしたいと思います。 

自分の近況としては、未踏が終わった現在、フリーランスのような立場でエンジニアをし

ています。面白い話の持ちかけ、引き抜き、大歓迎です。 

 

関連 URL：http://www.trangram.cc/ 

 

 

部品モジュールをインターネットにつなぐとブラウザから誰

でも簡単に配線できるようになります 

http://www.trangram.cc/


 

2009.下 本体 

（２）杉山 治 氏（(株)国際電気通信基礎技術研究所 知能ロボティクス研究所） 

テーマ名 
人と Bot をつなぐチャット型コミュニケーションサービス 

BotSpace の開発 

 

略 
 

歴 

 

 

2005 年 慶應義塾大学理工学部情報工学科 卒業 
2007 年 慶應義塾大学大学院理工学研究科前期博士課程 修了 
1997 年-2009 年 ソニー株式会社 開発部門 
2009 年 慶應義塾大学大学院理工学研究科後期博士課程 修了 
現在 （株）ATR 知能ロボティクス研究所 

テ
ー
マ
概
要 

BotSpace は、人と Botが区別なくコミュ

ニケーションできる会話空間を提供しま

す。BotSpace は基本的に、Twitter のよう

に人や Bot がつぶやくことでコミュニケー

ションをはかるツールです。人同士のコミ

ュニケーションの中に、家電やサービスを

擬人化したエージェント Bot が新しく加わ

ることで、BotSpaceは単に人同士のコミュ

ニケーションを支援するだけに止まらず、

人と周辺のコンピュータ・Web 環境すべて

がインタラクションする汎用なサポートツ

ールとして機能します。 

 

 

 

 

石
黒 
浩
Ｐ
Ｍ 

か
ら
の
評
価 

信念を持って取り組み、期待以上の成果を上げることができた。特に、サーバーの機能、ボ

ットの機能を作り上げ、未来においてどのような生活場面での支援が可能かを感じさせるまで

のデモを完成させた。プログラミング能力は非常に高い。 

開
発
者
か
ら
の 

近
況
メ
ッ
セ
ー
ジ 

次の目標は成果物の公開と、成果報告会でもアドバイスをいただいたように音声認識を利用

したインタフェースを追加することです。かなり大幅な追加実装が必要ですが、精力的に取り

組んでいきたいと考えています。 

未踏の開発を通して得た知識と知見は、研究所の仕事にも確実に生かされています。また、

未踏のプロジェクトを説明する過程で、いろいろな人から研究やソフトウェアのアイディアを

いただくことができました。開発したソフトウェアや概念をコアに新しいプロジェクトを立ち

上げていく予定です。（2010 年 9 月現在） 

 

公開予定 URL: http://code.google.com/p/botspace/ 

 

 

 

http://code.google.com/p/botspace/


 

2009.下 本体 

（３）藤本 実 氏（神戸大学大学院工学研究科 博士後期課程２年） 

テーマ名 
身体表現を拡張するウェラブル大量フルカラーLED 

モジュール制御システムの開発 

 

略 
 

歴 

1983 年 神戸生まれ 

2007 年 神戸大学工学部 卒業 

2009 年 神戸大学大学院工学研究科 博士前期課程修了 

現在  神戸大学大学院工学研究科 博士後期課程在籍中 

 

【主な受賞と栄誉】 

2006 年 大学生・専門学生ストリートダンスコンテスト 

「BIG BANG!! OSAKA」特別賞 

2007 年 DICOMO2007 シンポジウム 優秀プレゼンテーション賞 

2009 年 DICOMO2009 シンポジウム 優秀論文賞、 

優秀プレゼンテーション賞 

2010 年 アルスエレクトロニカ 2010 招待展示 

テ
ー
マ
概
要 

本プロジェクトでは、身体と音楽と光の

関係に焦点を当て、これらを動的に組み合

わせることで身体表現を拡張することを目

的としている。そのために、ダンスなどの

パフォーマンスにおいて振付けを行う時と

同じように、プログラミングやLED等の専

門知識がなくてもダンサー自身が身体に装

着した LED の制御を行えるシステム

「Lighting Choreographer」を開発した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石
黒 

浩
Ｐ
Ｍ 

か
ら
の
評
価 

提案するシステムを信念と熱意を持って取り組んだ。開発したソフトは完成度が高く、実際

にアーティストが自由に利用できるものになっている。動きと音楽と光が融合した新しいメデ

ィアアートの分野を先導していける人材であると考える。 

開
発
者
か
ら
の 

近
況
メ
ッ
セ
ー
ジ 

開発したシステムを利用して２つのパフォーマンス作品を制作し、世界的に有名なメディア

アートフェスティバル「アルスエレクトロニカ 2010」にてパフォーマンス・展示を行ないまし

た。世界中の人から好評を博し、海外からの講演・パフォーマンス依頼、メジャーアーティス

トからの出演オファーをいただきました。 

今後はアーティスト向けである光のパターンを作成する仕様だけではなく、動きに反応する

インタラクティブなシステムへの応用を検討しています。動きと光の関係をこれからも模索

し、新しい表現を可能にするシステムへと発展させたいと思います。 

 

関連 URL：http://www.dr-popeye.com/ 

 

 

http://www.dr-popeye.com/


 

2009.下 本体 

（４）松本 一輝 氏（フリーランス） 

テーマ名 英文添削コーパスを活用した英文入力支援・校正ソフトウェアの開発 

 

略 
 

歴 

2007 年 京都大学工学部電気電子工学科 卒業 

2007 年-2008 年 国土交通省 

2008 年-2009 年 ランゲート株式会社 CTO 

現在 フリーランスソフトウェアエンジニア 

テ
ー
マ
概
要 

ユーザがコンピュータ上で英語文章を入力する

上で、英文中に含まれる文法上の誤り指摘、並び

により適切と考えられる表現の提案を自動的に行

うためのクライアントサーバシステムを開発し

た。本システムは Web ブラウザ上で動作するもの

であり、Web ブラウザを端末として利用する Web

メーラーやソーシャルネットワーキングサイト

等、多くの Web サービスで透過的に利用可能であ

る。本システムを活用することで英語ノンネイテ

ィブが持つ言語障壁が緩和され、グローバルなビ

ジネス・コミュニケーション活動の更なる促進に

資することが期待される。 

 

勝
屋 
久
Ｐ
Ｍ 

か
ら
の
評
価 

従来のワープロソフト等に組み込みの「英文入力校正ツール」の単語のスペルミスの領域を超えて、ネッ

ト上の人手によって作成された豊富な数のコーパス（データ）を利用し、文章自体にネイティブに与える「違

和感」を機械的に指摘・校正することを支援するソフトウエアの開発をした。オンラインで展開される各種

の語学学習 Web サービスにおいて、記述言語が英語であり、かつインターネット上に公開されているもの

を対象としてデータの分析を行い、これにより「添削前の誤りを含んだ文」及び「添削後の正確な文」それ

ぞれについての構文解析データを生成し、これを構文木データベースに蓄積する。誰もが犯しがちな作文

ミスは、似通った文脈において、すでに誰かの手によってオンライン上で引き起こされているはずであ

り、また、別の誰かの手によって添削がなされているはずである。つまり現在作成中の英文について、こ

の構文木データベースを横断的に検索することで、類似した過去の誰かの過ちを発見することができ、そ

の添削データを基に入力文を機械的に校正することが可能となる。このデータベースに対して高速にリア

ルタイム探索を行う API サーバソフトウェアの開発を行うことで、オンラインで動作可能な、全く新しい

英文入力・校正支援アプリケーションの実現が可能となる。 

 いままでにないユーザーインタフェースと利用可能なレベルまで開発できたことの開発実現力・情熱・

独創性は評価できる。特に、コーパス（データ）により構築される構文木データベースの構築において、パ

フォーマンスを最適化するために、データベースを数多くの小規模サブデータベースに分割し、それぞれ

がPCサーバ上で運用可能なサイズに留めることや英文解析等を行うワーカープログラムも同様に分散処理

化し、ピーク負荷に合わせた動的なワーカ数調整等、柔軟な運用が可能となる設計など開発面においても

創意工夫をした努力を認めたい。また、最終報告会では多くのお客様にも賞賛され、確実に多くの人のニ

ーズを満たすソフトウエアであることが確信できた。クリエィティビィティ・卓越した開発実現力・ソフ

トウエアの社会的有用性の観点を考慮し、松本一輝氏をスーパークリエータとして強く推薦したい。現

在、パブリックアルファ版の公開をめざして準備中である。期待をしたい。 

開
発
者
か
ら
の 

近
況
メ
ッ
セ
ー
ジ 

未踏成果のビジネス化を目標に、未踏開発期間終了後も引き続き Lingo の開発を継続しています。

現在ベータ版の公開にむけて、データベースの最適化による出力精度向上、ユーザ管理機能、ソフト

ウェア公開サイトの準備等を進めているところです。ベータ版公開の折にはご意見、ご感想等お聞か

せいただければと思います。（2010 年 9 月現在） 

Lingo プロジェクトに対して引き続きフルコミットしています。未踏開発は１名で行いましたが、

開発を通じて、一人でできることの限界や、チームで取り組むこと重要性がよくわかりました。現

在、一緒に Lingo プロジェクトに取り組んでくれる仲間を募集中！（2010 年 9 月現在） 

 

関連 URL：http://lingo-proj.com 

 

http://lingo-proj.com/

